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「下北沢の街づくりに重大な関心を寄せる専門家の集い」の緊急アピール 

                              

私たち専門家の集いは、住民の意向を反映し、下北沢在住の専門家

が中心となって作成した「代替案」について、下北沢の特性を活か

し、現代都市計画の考え方に沿ったものであるものと評価するため、

支持いたします。 

 
私たちは２００５年７月４日「下北沢周辺地区 地区計画素案の取り扱いについての要

望書」を提出し、本素案の計画の見直しを求めました。 

専門的な知見による現代都市計画の考え方から見て、下北沢という全国でも稀な、優れ

た街にとって、この地区計画の素案は適切ではないこと、この素案作成の手続きに疑義

があることなどの理由で、現素案の再検討を求めたものです。 

その後、世田谷区は、区の都市計画審議会に事前の報告を行い、既定の路線で進むこと

を明らかにしました。さらに、参考資料に掲げたような様々な市民的な動きがあり、地

元専門家による支援活動が続けられ、海外を含む多くの専門家の提案がなされ、それら

の活動の報告が行政に対してなされているにもかかわらず、区の姿勢は変わらず、補助

５４号線の道路事業認可の提出を急いでいるという話が伝わってきています。 

他方、地元の商店主、住民との密接な接触を通じて得た多数の地元意見を背景として、

下北沢在住の専門家が中心となって代替案が作成され、本日発表されました。 

この案は、下記の諸点において、現代都市計画の考え方に沿ったものと考えます。 

 

１．安心して歩き、楽しみ、憩う道を大事にするために、車による交通より人の歩行を

優先していること。 

２．小田急線地表部分の避難路としての活用、きめ細かなコミユニテイー防災の考え方

は、現在の防災の考え方に適合していること。 

３．大規模な再開発ではなく、小規模連鎖型で街を再生していく考え方は、現在既にユ

ニークな地位を占めている下北沢の魅力の増進に寄与すること。 

４．一部の大規模地権者や開発事業者などの力と大規模公共事業によって街の形を変え 

 ていくという考え方をとらず、効率的な公共投資を背景に、多数の小規模な事業者

の協働と努力に期待すること。 

 

よって、この専門家の集いは、この代替案を支持します。 

東京都および世田谷区は、私たち専門家の意見を真摯に受け止め、地区計画の素案およ

び関連する道路計画の再検討を進めるよう強くお願いします。 
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